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熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
、
被
災
地
の
早
期
の
復
旧
・
復

興
が
進
み
ま
す
事
を
心
か
ら
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
28
年
５
月
10

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
回
あ

さ
ぎ
り
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
、

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
受
け
、
第

５
代
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
誠

に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
と

と
も
に
、
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
合
併
し
て
14
年
目
を
迎

え
ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
は
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
急

速
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
又
、町
財

政
は
地
方
交
付
税
の
合
併
算
定
替

え
の
特
例
が
終
わ
り
つ
つ
あ
り
、
年

を
追
う
ご
と
に
厳
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
喫
緊
の
課

題
も
数
多
く
抱
え
て
お
り
、
執
行

部
と
は
是
々
非
々
の
議
論
を
し
て
、

し
っ
か
り
と
議
会
の
役
割
を
果
た

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
改
選
に
よ
り
新
人
議
員
も

加
わ
り
新
た
な
体
制
の
中
で
、
議

員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
積
極
的

な
政
策
提
案
等
を
行
い
、
議
会
改

革
に
つ
い
て
も
議
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
の
さ
ら
な
る
発
展
と
町
民

の
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、町
民
の

皆
さ
ま
に
幸
福
を
実
感
し
て
頂
く

よ
う
、職
責
を
全
う
す
る
よ
う
誠
心

誠
意
努
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、今
後
一
層
の
ご
指
導
を
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た

皆
様
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
、
一

日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
実

感
し
た
今
回
の
地
震
で
改
め
て
議

員
と
し
て
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
所
で
す
。

　

さ
て
全
国
的
な
傾
向
で
は
あ
り

ま
す
が
、
本
町
に
於
い
て
も
少
子

高
齢
化
が
進
み
地
域
の
活
力
は
減

退
傾
向
に
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
中
、

国
は
地
方
創
生
に
向
け
て
地
方
の

創
意
工
夫
を
活
か
し
た
施
策
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
議
員
各
位
が
、
地

域
に
溶
け
こ
ん
だ
積
極
的
な
議
会

活
動
を
展
開
し
政
策
提
言
し
て
い

く
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
ま
す
。
活
気
あ
る
議
論

を
重
ね
、
責
任
を
持
て
る
議
会
を

目
指
し
て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
議
長
の
代
位
と
し
て
、
副
議

長
の
役
割
を
し
っ
か
り
果
た
し
、

町
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
、
子

ど
も
達
の
未
来
に
夢
と
希
望
を
与

え
ら
れ
る
様
な
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

就任のごあいさつ

議
　
長 

山
口
　
和
幸

副
議
長 

德
永
　
正
道

免
田
（
下
乙
）

免
田
（
二
子
）

活
力
と
責
任
あ
る

　
　
議
会
づ
く
り
へ

是
々
非
々
の
議
論
で

　
　
町
づ
く
り
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４月24日、あさぎり町町議会議員選挙が行われ、定数16名の顔ぶれが決まりました。５月
10日に第１回会議が開催され、議長、副議長を選出するとともに常任委員会及び一部事務
組合議会等の新構成が決定いたしましたので、ご紹介します。

　はじめまして。市岡たかすみです。
歩・一歩先を見て歩みます。
知・知るべき多くの事に目を向け

ます。
考・何事もまじめに考えます。
動・子どもから大人までより良い

未来に向けて動きます。
　この思いを込めて、若い考え、若い
力をしっかり発揮して、あさぎり町
の未来へ向けて志しを高く、誠意を
持って取り組んで参ります。よろし
くお願いします。

　あさぎり町が誕生して14年目。
これまでの事を冷静に振り返り、町
の将来を更に真剣に考え行動する自
立の時を迎えています。ふる里を離
れた人達が戻っても生活する受け皿
のある町にする事が町の活性化に欠
かせない条件のひとつです。広い視
野と高いアンテナを持ち町民の皆様
と共に幸せを実感できる町作りに全
力を尽くします。

　「人づくり、まちづくりを皆さまと
共に」町の発展には皆さま方の知恵
と力が不可欠です。
　町と住民の皆さまのパイプ役とし
て「健康で笑顔あふれるふくしのま
ちづくり」

ふ…福祉の充実
く…くらしの安定へ向けての支援
し…信頼される議会づくり

に努めてまいります。

　1期4年間の経験を生かし、これ
からも初心を忘れず「誠実」をモッ
トーに、是々非々の姿勢で、町民の皆
さんから頂いた声を町民目線で議会
へ届けていきます。魅力ある故郷の
未来づくりに力を注ぎ地域をつなげ
将来を担う人づくりに積極的に取り
組んでいきたいと思います。町民の
皆様のご支援とご協力を心からお願
い申し上げます。

　国からの財源が減り続けるあさぎ
り町には、すべてを今まで通りに維
持していく財力は残念ながらありま
せん。あさぎり町の「今」を他人事で
なく当事者として感じてもらえるよ
うに「生」の議会を伝える活動を続け
てまいります。多くの方々からの
様々な意見が議会での議論をより深
く内容のあるものとしていきます。
今後ともお力をお貸しくださいます
ようお願いいたします。

　あさぎり町が合併して14年目。
平成31年から地方交付税の特例が
なくなり、限られた財政の中で、どう
やって町民の方の幸福度を上げ、安
心して暮らせる町作りをしていくか、
この1年1年が重要な時期でありま
す。4年の経験を生かし、何が必要
か否かを見極め、若者が残り、人口減
少に歯止めをかけ、活気ある融和な
町になる様努めます。

橋本　誠

市岡貴純
深田（明廿）

須恵（寺池）

免田（築地）

上（神殿原）

上（柳別府）

上（榎田）

加賀山瑞津子

小出高明 久保尚人

難波文美

議員 紹 介 （議席番号順）　
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　現在、町では様々な課題（少子高齢
化、雇用確保、財源問題、産業活性化
等）が山積しています。
　今期も決意を新たに、「子どもから
お年寄りまで住みやすい豊かな町づ
くり」を目指して、住民の皆様の声
を誠心誠意、熱意をもって取り組み、
是々非々の姿勢で臨みますので、今
後ともよろしくお願い致します。

　地場産業である農林業・商工業と
もに厳しい時代にあって、それでも
知恵を出し合い粘り強く前進あるの
みです。これまで2期8年、様々な
問題課題に取り組んでまいりました。
これからも町内に抱えた課題だけで
はなく、広く町村の枠を超えた課題
にも積極的に取り組んでいく所存で
す。これまでと同様に「和して同ぜ
ず」の精神を忘れることなく頑張っ
てまいります。

　熊本地震が発生し、復旧・復興の支
援の輪を頂いておりますことに感謝
申し上げます。
　町民に負担の少ない心身共に健康
な町。日本遺産の認定を受け、新た
な観光を町民一体となって磨き上げ、
幸せ感じるあさぎり町をめざし日々
努力して参ります。又町民の生の声
をいつでも、どこでもお聞かせ下さ
い。お待ちしています。

　将来のあさぎり町へ残すべきもの、
それは清き水、美しい自然と、豊かな
人間性、そして健全な財政運営だと
思っています。
　将来の子ども達へ過剰な負担を残
さないためにも、行財政改革を先送
りしない勇気が求められていると思
います。町民の皆様と「協働」「協調」
「対話」のもとで、真に幸福度の高い
町づくりを目指します。

　執行部から一番厳しい議員との評
価がある中で、今期も是々非々の姿
勢でしっかりと町民の代表として恥
じることの無い活動をしてまいりま
す。町の財政も厳しい状況ではあり
ますが「高齢者に安心、現役世代に生
きがい、子どもたちに夢と希望が持
てる町づくり」に全力で取り組んで
まいります。

　あさぎり町には豊富な自然環境や
貴重な文化財などの資源が数多く存
在しています。それらを活かす為に
は、それぞれの地域と人と人との連
携が重要です。それらの掛け橋が、
私達議会の役目の一つであると考え
ております。
　あさぎり町が町民の皆さんにとっ
て「居心地の良い」町づくりに実現で
きるよう全力を尽くします。

　議会は住民の縮図です。住民の
方々への説明と理解を得ることが大
事であります。
　行政サービスの提供は最少の経費
で最大の効果を実現することにあり、
健全財政運営と、人づくりを町づく
りの基本とし、地域格差のない発展
に努め、民意が集う町と明るい町を
目指すパイプ役に徹し、専心誠意取
り組みます。

豊永喜一 森岡　勉

皆越てる子 永井英治

奥田公人

久保田久男

小見田和行

溝口峰男

　今期は、「住んで良かったと実感で
きる町づくり」をスローガンに町づ
くりに取り組んで参ります。あさぎ
り町合併から14年を迎え、均衡あ
る町の発展が特に大切と痛感してい
ます。少子高齢化が進み財政事情が
厳しくなる中、農林業を基盤とした
地場産業の育成が最大の課題であり
ます。あさぎり町発展に全力を傾注
して参ります。

深田（仁王）

免田（久鹿）

岡原（竹野）

須恵（覚井）

免田（築地）

上（石坂）

岡原（斉堂）

上（石坂）
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一部事務組合議会等名 議　　員　　名

人吉球磨広域行政組合議員 溝口　峰男 皆越てる子 豊永　喜一 加賀山瑞津子

公立多良木病院企業団議員 奥田　公人 小見田和行 小出　高明 久保　尚人 難波　文美

上 球 磨 消 防 組 合 議 員 永井　英治 橋本　　誠 市岡　貴純

川辺川土地改良事業連絡協議会議員 久保田久男

議 会 選 出 監 査 委 員 森岡　　勉

委員長　永　井　英　治
副委員長　加賀山　瑞津子
委　員　山　口　和　幸
委　員　溝　口　峰　男
委　員　森　岡　　　勉
委　員　橋　本　　　誠

委員長　奥　田　公　人

副委員長　皆　越　てる子

委　員　久　保　尚　人

委　員　難　波　文　美

委　員　市　岡　貴　純

委員長　久保田　久　男

副委員長　小　出　高　明

委　員　德　永　正　道

委　員　小見田　和　行

委　員　豊　永　喜　一

委員長　小　出　高　明
副委員長　皆　越　てる子
委　員　德　永　正　道
委　員　久保田　久　男
委　員　奥　田　公　人
委　員　永　井　英　治
委　員　加賀山　瑞津子

委員長　橋　本　　　誠

副委員長　加賀山　瑞津子

委　員　奥　田　公　人

委　員　豊　永　喜　一

委　員　小　出　高　明

委　員　市　岡　貴　純

厚生常任委員会 総務文教常任委員会

広報調査特別委員会 議会運営委員会 建設経済常任委員会

常任委員会
一部事務組合

議会監査委員等
構成
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町勢要覧作成事業	 2,495,000円
情報セキュリティ強化対策事業
	 12,885,000円
個人番号カード交付事業	 4,243,000円
選挙人名簿システム改修事業　65,000円
年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業
	 73,222,00円
住宅リフォーム助成金	 2,300,000円
県南広域観光連携事業負担金	263,000円
子ども子育て支援システム改修事業
	 318,000円

栗のブランド化による雇用創出事業
	 12,364,000円
青年就農給付金（経営開始型）事業補助金
	 5,250,000円
農業支援センター事業	 7,535,000円
林道維持管理事業	 5,000,000円
橋りょう補修事業	 35,900,000円
道路改良・歩道整備事業	 91,371,600円
空調設備設置工事	 4,500,000円

101億8,802万1千円

平成28年度　一般会計補正予算（第2号）

歳入・歳出それぞれ8千52万9千円を減額し、
総額

主なものとして
簡易水道事業特別会計繰出金……………………………881万4千円
臨時福祉給付金補助金…………………………………… 2,530万円
まちづくり基金積立金…………………………………2,174万2千円
財政調整基金積立金……………………………………2,174万2千円
産業活性化基金繰入金…………………………………△867万2千円
農業支援センター事業費………………………………△753万5千円
下水道事業特別会計繰出金……………………………△751万9千円
道路維持費……………………………………………… △1億2百万円

簡易水道事業特別会計……………………………………881万4千円
下水道事業特別会計……………………………………△751万9千円

平成28年度　特別会計補正予算

繰越明許費 （平成27年度から28年度へ繰越された予算）
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問
道
路
維
持
費
関
係
の
大
幅
な
減
額
に
つ
い
て
、国
の
補
助
金
が

当
初
よ
り
６
割
程
し
か
交
付
が
な
い
が
減
額
の
理
由
は
。

答
県
下
一
斉
に
始
ま
っ
た
橋
簗
補
修
あ
る
い
は
道
路
舗
装
の
要

望
額
が
県
全
体
で
大
き
か
っ
た
た
め
、そ
れ
に
応
じ
た
配
分
と

な
っ
た
。
秋
の
大
型
補
正
の
中
で
道
路
事
業
関
係
の
事
業
に
該
当
す
れ

ば
活
用
し
た
い
。

◎
あ
さ
ぎ
り
町
公
共
用
地
取
得
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
委
員
は
識
見
を
有
す
る
者
及
び
住
民
の
う
ち
か
ら
町
長
が
任
命

す
る
と
あ
る
が
、こ
の
識
見
を
有
す
る
者
と
い
う
の
は
、ど
の
よ

う
な
方
を
意
図
し
て
い
る
の
か
。

答
そ
の
案
件
ご
と
に
判
断
し
て
、専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
方
々

を
当
然
考
え
る
べ
き
と
思
う
。
農
業
委
員
と
か
、司
法
書
士
の

方
と
か
、そ
う
い
う
方
々
を
お
願
い
し
て
選
任
し
て
い
る
。

問
臨
時
委
員
に
つ
い
て
は
、し
っ
か
り
と
振
り
分
け
を
し
、第
三
者

的
な
人
た
ち
も
入
れ
て
、審
議
を
す
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

答
改
正
後
の
委
員
は
、当
然
住
民
の
代
表
だ
が
、識
見
を
有
す
る
者

と
い
う
部
分
は
、町
民
と
い
う
ふ
う
に
限
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。問

特
別
な
事
項
と
は
、審
議
会
が
判
断
し
て
、新
た
に
臨
時
委
員
を

置
く
の
か
。
そ
れ
と
も
町
長
が
判
断
し
て
、置
く
と
決
め
る

の
か
。答

町
長
が
判
断
し
て
必
要
で
あ
れ
ば
任
命
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

■第 2 回会議 表決一覧（抜粋）
議員名議案名 市岡 難波 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 豊永 永井 皆越 小見田 奥田 久保田 溝口 徳永

あさぎり町地域公共交通会議設置条例
の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町公共用地取得等審議会条例
の一部を改正する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度あさぎり町一般会計補正
予算（第2号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町固定資産評価員の選任同意
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

あさぎり町議会活性化特別委員会の
設置に関する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

審
議
内
容
の
抜
粋

条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

◎
あ
さ
ぎ
り
町
地
域
公
共
交
通
会
議
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

あ
さ
ぎ
り
町
内
の
支
線（
乗
合
タ
ク
シ
ー
路
線
等
）を
見
直
す
た

め
会
議
を
設
置
す
る
も
の

◎
あ
さ
ぎ
り
町
公
共
用
地
取
得
等
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

公
共
財
産
の
利
活
用
に
関
し
効
率
的
な
運
用
を
図
る
た
め
、あ
さ

ぎ
り
町
公
共
用
地
取
得
等
審
議
会
の
名
称
を「
あ
さ
ぎ
り
町
公
有
財

産
利
活
用
審
議
会
」に
改
め
、７
０
０
万
円
を
超
え
る
不
動
産
の
買

入
れ
や
売
り
払
い
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
会
の
意
見
を
聞

く
た
め
、一
部
改
正
す
る
も
の

◎
あ
さ
ぎ
り
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人

番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

あ
さ
ぎ
り
町
独
自
で
利
用
で
き
る
事
務
等（
子
ど
も
医
療
費
の
助

成
等
）、利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、一
部
改
正
す
る
も
の

◎
あ
さ
ぎ
り
町
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

国
会
議
員
の
選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、一
部
改
正
す
る
も
の

◎
あ
さ
ぎ
り
町
政
治
倫
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て（
議
員
発
議
）

　

町
工
事
等
の
契
約
に
対
す
る
遵
守
事
項
の
経
営
方
針
に
関
与
し

て
い
る
企
業
の
役
員
の
除
外
、森
林
組
合
の
名
称
変
更
、政
治
倫
理

審
査
会
の
設
置
規
定
の
変
更
に
つ
い
て
、一
部
改
正
す
る
も
の

7
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問    町道環状線の整備は

問   

企
業
誘
致
の
為
に
交
わ
し
た

　   

協
定
書
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

奥
田　

町
道
環
状
線
の
百
太
郎
溝
に

か
か
る
橋
の
架
け
替
え
は
計
画
が
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
の

よ
う
に
環
状
線
の
道
路
拡
張
工
事
が

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
平
成
17
年

に
申
請
さ
れ
た
請
願
書
に
上
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
橋
の
架
け
替
え
要
望

等
と
は
、
だ
い
ぶ
内
容
も
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
ど
の

よ
う
な
橋
の
設
計
を
さ

れ
て
い
る
の
か
。

建
設
林
業
課
長　

環
状

１
号
橋
に
つ
い
て
は
、

橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に

よ
り
、
施
工
す
る
場
合

に
は
本
来
補
修
し
延
命

さ
せ
る
事
業
で
、
詳
細

調
査
の
結
果
次
第
で
は

架
け
替
え
に
な
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
れ
を
今
回

詳
細
調
査
を
す
る
と
い

う
の
が
、
今
回
予
算
で

入
れ
か
え
る
部
分
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
幅
な

幅
員
確
保
は
望
め
な
い

と
思
う
。
環
状
１
号
橋
は
、
有
効
幅

員
は
４
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
橋
梁
と

の
接
合
部
分
の
町
道
環
状
線
の
有
効

幅
員
は
４
．７
５
メ
ー
ト
ル
あ
る
こ

と
か
ら
、
最
大
で
５
メ
ー
ト
ル
と
い

う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
約
１

メ
ー
ト
ル
の
橋
の
拡
幅
見
込
ま
れ
る

と
思
う
。
今
回
28
年
度
予
算
で
入
れ

か
え
る
詳
細
調
査
の
結
果
次
第
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

奥
田　

環
状
１
号
橋
の
上
に
車
が

停
車
し
て
い
る
と
、
県
道
か
ら
の
車

の
進
入
が
で
き
な
い
。
橋
の
幅
を

１
３
．５
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
確
保
し

て
ほ
し
い
。

奥田　公人 議員

溝
口　

旧
東
庁
舎
に
Ａ
社
誘
致
の
為
に

交
わ
し
た
協
定
書
は
当
初
の
随
意
契
約

で
売
却
す
る
条
件
が
変
更
さ
れ
た
時
、

「
白
紙
に
す
べ
き
」
と
言
っ
て
き
た
が
。

町
長　

こ
ち
ら
か
ら
白
紙
に
す
る
場
面

で
は
な
い
。
Ａ
社
も
町
民
が
快
く
受
け

入
れ
て
く
れ
れ
ば
進
出
し
た
い
と
の
考

え
で
あ
る
。

溝
口　

町
長
の
考
え
は
。

町
長　

来
て
も
ら
え
る
環
境
づ
く
り
に

可
能
な
限
り
努
力
し
て
い
く
。

溝
口　

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
の
か
。

町
長　

８
月
か
９
月
位
を
目
処
に
町
の

方
向
づ
け
を
し
た
い
。

溝
口　

協
定
書
を
交
わ
し
た
後
、
Ａ
社

は
工
場
の
設
計
を
依
頼
し
、
す
で
に
設

計
書
も
納
品
さ
れ
費
用
も
支
払
が
済
ん

で
い
る
。
あ
さ
ぎ
り
町
に
進
出
で
き
な

け
れ
ば
Ａ
社
は
町
に
損
害
賠
償
の
訴

訟
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
町
長
が

協
定
書
に
印
鑑
を
押
し
た
責
任
は
大

き
い
。

町
長　

そ
の
様
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
精
一
杯
努
力
す
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

○
公
立
多
良
木
病
院
の
経
営
に
つ
い
て

○
町
の
森
林
整
備
と
林
業
振
興
に
つ

い
て

溝口　峰男  議員

一
般
質
問

旧東庁舎の屋内

環状１号橋

11 
※ 一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

人が登壇人
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問    旧東庁舎の活用は
皆
越　

旧
東
庁
舎
を
町

民
の
避
難
場
所
に
す
る

と
か
、
福
祉
の
拠
点
に

し
町
民
の
心
身
の
健
康

づ
く
り
の
場
に
す
る
と

か
又
一
方
で
は
、
上
球

磨
の
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
建
物
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、

昨
日
協
定
書
に
つ
い
て

は
顧
問
弁
護
士
に
お
尋

ね
し
報
告
す
る
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
ど
う

な
っ
た
か
、
確
認
し
た

い
。

町
長　

覚
書
を
取
り
交

わ
し
て
い
る
け
ど
紳
士

協
定
で
あ
り
、
そ
の
対
象
の
企
業
が

こ
ち
ら
に
お
こ
し
に
な
る
と
言
う
こ

と
で
あ
れ
ば
応
援
す
る
と
言
う
事
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
報
告
す
る
。

皆
越　

町
長
の
昨
日
の
回
答
で
は
、

Ａ
社
も
あ
さ
ぎ
り
町
が
快
く
迎
え
て

頂
く
な
ら
ば
と
い
う
思
い
も
あ
る
よ

う
で
、
２
ヶ
月
程
度
で
整
理
を
し
、

遅
く
と
も
９
月
の
議
員
懇
談
会
迄
に

は
ま
と
め
ら
れ
な
い
の
か
。

町
長　

少
し
慎
重
に
色
ん
な
意
見
を

聴
い
て
行
う
べ
き
と
こ
ろ
も
あ
る
か

も
。
も
う
少
し
状
況
次
第
で
時
間
を

頂
き
報
告
し
進
め
て
い
く
。

皆
越　

提
案
だ
が
、
庁
舎
の
奪
い
合

い
は
と
思
う
が
、
上
球
磨
消
防
署
の

本
所
を
旧
東
庁
舎
に
利
用
で
き
な
い

の
か
。

町
長　

場
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の

場
所
で
と
言
う
事
で
基
本
合
意
が
出

来
て
い
る
。

一
般
質
問

問   

お
か
ど
め
幸
福
駅
周
辺
の

　   

今
後
の
基
本
構
想
は

加
賀
山　

観
光
資
源
を
活
用
し
て
の
お

か
ど
め
幸
福
駅
周
辺
の
整
備
に
は
ど

れ
位
の
時
間
を
か
け
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

町
長　

観
光
振
興
計
画
を
も
と
に
最
低

５
年
は
必
死
で
取
り
組
む
。

加
賀
山　

観
光
に
も
つ
な
が
る
文
化
財

の
保
存
に
つ
い
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
み
て
は
。

町
長　

や
り
よ
う
に
よ
っ
て
は
非
常
に

可
能
性
が
あ
る
。
観
光
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
検
討
し
て
し
っ

か
り
と
研
究
し
て
い
く
べ
き
内
容
だ
。

加
賀
山　

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
時

に
、
タ
イ
ル
に
ひ
と
つ
だ
け
幸
福
マ
ー

ク
を
つ
け
る
な
ど
お
金
の
か
か
ら
な
い

遊
び
心
な
ど
取
り
入
れ
て
み
て
は
。

商
工
観
光
課
長　

前
向
き
に
考
え
て
い

き
た
い
。

◎
働
き
盛
り
世
代
へ
の
心
と
身
体
の

　
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て

加
賀
山　

農
繁
期
で
集
団
健
診
に
行

け
な
い
方
々
が
い
る
。
今
後
、
個
人
で

受
診
さ
れ
た
方
へ
の
補
助
対
応
等
の
考

え
は
。

健
康
推
進
課
長　

大
き
な
自
治
体
で
は

個
別
健
診
を
実
施
し
て
い
る
所
も
あ

る
。
町
と
し
て
は
、
し
ば
ら
く
は
集
団

健
診
を
続
け
る
。
今
回
は
未
受
診
の
方

に
つ
い
て
秋
頃
に
再
度
計
画
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
。

皆越　てる子  議員

加賀山　瑞津子 議員

旧東庁舎

11 
※ 一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

東
日
本
大
震
災
後
に
、
俳
優
の

伊
勢
谷
友
介
氏
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ブ
ロ
グ

等
で
発
言
し
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
賛

同
者
を
募
っ
て
資
金
を
調
達
す
る

取
り
組
み
。
先
日
人
吉
市
が
ま
ち
づ

く
り
協
定
で
取
り
組
み
、
Ｔ
Ｖ
・
新

聞
等
で
紹
介
さ
れ
た
。
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豊
永　

昨
年
９
月
議
会
で
も
質
問
を
し
た

が
、
町
の
顔
で
あ
り
、
交
通
の
要
衝
で
も
あ

る
あ
さ
ぎ
り
町
駅
前
の
交
差
点
改
良
工
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。
快
適
で
利
便
性
の
高
い
道

路
整
備
、
交
通
弱
者
に
対
す
る
安
全
対
策
を

考
え
た
と
き
に
、
早
期
に
工
事
完
了
を
願
う

町
民
の
声
が
多
い
。
４
月
か
ら
の
暫
定
供
用

開
始
が
遅
れ
た
理
由
は
。

建
設
林
業
課
長　

県
振
興
局
の
話
で
は
２
つ

の
理
由
が
あ
る
と
の
事
で
、
施
工
中
に
宅
内

排
水
等
の
埋
設
物
関
係
を
損
傷
さ
せ
な
い
よ

う
当
初
は
機
械
施
工
の
予
定
が
人
力
に
工
法

が
変
更
さ
れ
た
事
。
電
話
線
の
電
柱
移
設
が

難
し
い
箇
所
が
２
、３
カ
所
あ
り
、
４
月
を

目
途
に
電
柱
移
設
の
予
定
が
、
熊
本
地
震
の

関
係
で
工
程
に
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と

が
、暫
定
供
用
開
始
が
遅
れ
た
最
大
の
理
由
。

今
後
の
工
程
は
、
天
候
に
も
よ
る
が
、
６
月

中
に
は
舗
装
を
終
え
、
７
月
に
は
安
全
施
設

を
整
備
し
、
７
月
中
に
は
暫
定
供
用
開
始
を

見
込
ん
で
い
る
と
の
事
で
あ
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

○
罹
災
証
明
書
の
発
行
体
制
に
つ
い
て

問  情報通信基盤の利用と見通しは

問  

あ
さ
ぎ
り
駅
前
交
差
点
暫
定
供
用
開
始

　 

が
遅
れ
た
理
由
は

一
般
質
問

難
波　

町
の
総
合
計
画
で
は
サ
ー
ビ
ス

と
利
便
性
が
向
上
す
る
情
報
化
の
推

進
を
掲
げ
、
町
独
自
の
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
備
し
利
用
開
始
し
て
６
年
に
な
る

が
、
現
在
の
利
用
者
数
と
サ
ー
ビ
ス
内

容
は
。

企
画
財
政
課
長　

１
０
２
０
世
帯
が
加

入
し
毎
月
の
使
用
料
は
４
６
４
４
円

で
、
通
信
速
度
が
１
ギ
ガ
で
あ
る
。

難
波　

施
策
指
標
に
は
平
成
29
年
度
末

ま
で
に
１
２
０
０
世
帯
と
あ
る
。
ネ
ッ

ト
環
境
の
使
い
や
す
さ
に
よ
っ
て
農
林

業
や
商
工
業
の
振
興
は
も
ち
ろ
ん
若
者

の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
。
今
の
時
代

に
合
っ
た
町
民
の
た
め
の
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
や
料
金
設
定
を
提
供
す
べ
き
で
は
。

町
長　

ネ
ッ
ト
環
境
で
強
い
町
づ
く
り

を
す
る
こ
と
は
大
事
な
取
り
組
み
。
通

信
技
術
は
変
化
し
て
お
り
、
冷
静
に
他

の
方
式
と
比
較
検
討
し
て
足
り
な
い
部

分
は
何
ら
か
の
手
を
打
っ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
ろ
そ
ろ
そ
う
い
う

見
直
し
の
時
期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

◎
そ
の
他
の
質
問

○
児
童
福
祉
及
び
子
育
て
支
援
に
つ

い
て

○
自
然
災
害
発
生
時
の
対
策
に
つ
い
て

豊永　喜一 議員

難波　文美 議員

早期完了が待たれる、あさぎり駅前交差点

快適なネット環境で各家庭から町全体に大きなメリットを
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小
見
田　

ま
さ
か
の
熊
本
地
震
を
目
の
当
た

り
に
し
、
人
吉
盆
地
南
縁
断
層
が
存
在
す
る

あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て
も
、
地
震
へ
の
備
え

を
よ
り
以
上
見
直
す
必
要
性
を
痛
感
し
て
い

る
。
町
の
公
有
財
産
に
も
耐
震
化
し
て
い
な

い
老
朽
建
築
物
、
町
営
住
宅
、
上
下
水
道
施

設
等
の
イ
ン
フ
ラ
が
多
く
存
在
す
る
が
、
町

民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
に
も
防
災
上
の

観
点
か
ら
、
ど
う
運
用
さ
れ
る
つ
も
り
か
。

総
務
課
長　

今
年
度
末
ま
で
に
策
定
予
定
の

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
中
で
再
検
討

し
て
い
く
。

小
見
田　

指
定
避
難
所
の
よ
り
以
上
の
耐
震

化
を
含
め
、
今
一
度
、
天
井
か
ら
の
落
下
物

の
有
無
等
、
安
全
性
の
確
認
の
必
要
は
な
い

の
か
。

町
長　

深
田
高
山
体
育
館
が
、
今
後
見
直
す

い
い
事
例
だ
と
思
う
。
一
気
に
全
部
は
や
れ

な
い
が
、
優
先
順
位
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
確

認
し
て
い
き
た
い
。

小
見
田　

今
ま
で
想
定
し
な
か
っ
た
防
災
関

連
の
歳
出
増
が
予
想
さ
れ
る
が
、
財
政
計
画

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

財
政
計
画
は
見
直
し
が
必

要
と
思
っ
て
い
る
。

問  
防
災
関
連
予
算
増
に
伴
う

　 
財
政
計
画
の
見
直
し
は

一
般
質
問

小見田　和行 議員

市
岡　

消
防
団
は
将
来
に
わ
た
り
地
域

防
災
力
の
中
核
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
代
替
性
の
な
い
存
在
で
あ
る
。
改

め
て
こ
の
必
要
性
を
認
識
し
、
活
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
再
確
認
と
団
員
へ
の
周
知
、

理
解
を
求
め
て
い
く
事
が
重
要
な
課
題
。

出
勤
の
増
加
、
団
員
減
少
へ
の
歯
止
め

等
、
現
在
の
消
防
力
を
維
持
す
る
為
に

ど
の
様
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

郡
内
で
最
も
大
き
な
団
員
を
誇

る
消
防
団
で
あ
り
、
町
の
安
心
安
全
を
守

り
、
地
域
の
活
力
維
持
に
大
き
く
寄
与

さ
れ
て
い
る
。
組
織
維
持
へ
の
取
り
組
み

は
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
考
え
る
。

総
務
課
長　

費
用
弁
償
ア
ッ
プ
も
含
め

多
方
面
か
ら
負
担
軽
減
に
繋
が
る
対
策

を
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
行
方
不
明

捜
索
等
に
は
見
守
り
カ
メ
ラ
設
置
計
画

や
、
徘
徊
模
擬
訓
練
を
行
い
事
前
防
止

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
事
業
者
の
方
々

に
も
団
員
の
活
動
に
お
い
て
引
き
続
き

理
解
を
求
め
て
い
く
。

市
岡　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
位
置
付
け

は
。

教
育
課
長　

学
校
で
の
教
育
活
動
を
通

し
て
、
将
来
の
地
域
防
災
を
担
う
人
材

と
し
て
社
会
貢
献
が
で
き
る
子
ど
も
た

ち
の
育
成
も
合
わ
せ
持
つ
と
考
え
る
。

今
後
も
保
護
者
の
了
解
を
得
た
上
で
参

加
を
求
め
て
い
く
。

問  地域防災計画の中での消防団の役割、あり方は

市岡　貴純 議員

安全対策確認を今一度

あさぎり町消防団
地域防災を支えるあさぎり町消防団（全663名）

少年消防クラブ
防火、防災意識の啓発教育の一貫
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久
保　

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
、安
易

な
受
診
の
抑
制
と
町
の
財
政
面
で
も
大
き
な

負
担
が
あ
る
た
め
、償
還
型
か
ら
現
物
給
付

型
に
変
更
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、

現
金
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
た
め
に
、受

診
を
た
め
ら
う
家
庭
が
出
て
き
て
い
る
。
制

度
自
体
は
十
分
に
機
能
し
て
い
る
が
、制
度

の
狭
間
で
困
っ
て
い
る
低
所
得
者
世
帯
を
助

け
る
手
だ
て
は
な
い
か
。

副
町
長　

利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
、即
日

償
還
払
い
や
翌
日
口
座
振
り
込
み
、時
間
外

の
延
長
受
付
で
も
対
応
し
て
い
る
が
、課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

生
活
福
祉
課
長　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
き
、社
会
福
祉
協
議
会
で
も
相
談
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
し
て
も
ら
え
れ
ば

町
と
社
協
で
連
携
を
と
り
な
が
ら
、家
計
の

相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

久
保　

悩
み
を
拾
っ
て
家
計
を
う
ま
く
回
る

よ
う
に
し
て
、根
本
的
に
立
ち
直
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
事
だ
。
取
り
組
み
に
期
待
す
る
。

久保　尚人 議員

一
般
質
問

問  町の観光は地域間連携が大切では
永
井　

あ
さ
ぎ
り
町
は
観
光
だ
け
で
人

を
呼
べ
る
よ
う
な
要
素
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
と
思
う
。
観
光
に
は
市
町
村

間
の
連
携
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

商
工
観
光
課
長　

確
か
に
観
光
を
産
業

と
し
て
確
立
す
る
の
は
難
し
い
地
域
だ

と
思
う
が
、
現
在
地
域
間
の
連
携
の
ひ

と
つ
に
、
県
南
15
市
町
村
で
構
成
さ
れ

て
い
る
「
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ

レ
ー
推
進
協
議
会
」
が
あ
り
、
今
回
、

地
方
創
生
事
業
の
加
速
化
交
付
金
を
活

用
し
、
食
と
観
光
資
源
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
目
的
と
し

て
、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る
地
域

産
品
の
開
発
」「
フ
ァ
ン
獲
得
に
向
け

た
取
り
組
み
」「
食
と
観
光
資
源
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
」「
情
報
発
信
」
等
の
事
業

を
行
っ
て
い
る
。

永
井　

日
本
版
あ
さ
ぎ
り
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設

立
は
果
た
し
て
妥
当
な
事
な
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

現
在
あ
さ
ぎ
り
町
に

は
観
光
協
会
と
い
っ
た
観
光
推
進
組
織

が
無
い
の
で
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
推

進
組
織
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い

る
。

町
長　

人
吉
球
磨
の
観
光
は
広
域
連
携

が
欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
が
持
っ
て
い
る
も
の
を
生
か

し
た
上
で
連
携
し
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
町
で
も

広
域
で
も
取
り
組
み
た
い
。

問  
低
所
得
者
世
帯
へ
の
子
ど
も
医
療
費

　  
助
成
制
度
の
利
便
性
の
向
上
は

永井　英治 議員

観光客がまだまだ期待できるおかどめ幸福駅

償
還
型

医
療
費
の
個
人
負
担
分
を
一
度
病
院
窓
口
で

支
払
っ
た
後
、
所
定
の
手
続
き
を
経
て
町
か

ら
全
額
助
成
す
る
方
法

現
物
給
付
型

医
療
費
の
個
人
負
担
分
を
病
院
窓
口
で
支
払

う
必
要
が
な
い
方
法

支援メニュー

就労準備支援
家計相談支援
一時生活支援
学習援助事業

 など
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橋
本　

あ
さ
ぎ
り
町
地
域
防
災
計
画

は
、
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守

る
事
が
で
き
る
十
分
な
も
の
か
。
今
回

の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
市
町
村
の

対
応
を
参
考
に
計
画
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

熊
本
地
震
を
経
験
し
て
、
現
状

の
防
災
に
対
す
る
準
備
は
十
分
か
と
問

わ
れ
た
ら
、十
分
だ
と
思
っ
て
い
な
い
。

今
す
で
に
議
論
を
始
め
て
お
り
、
ま
ず

や
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
段
階
的
に
準
備
し

て
い
く
。

橋
本　

町
内
の
避
難
場
所
を
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
民
間（
Ｊ
Ａ
等
）や
市
町
村

間
を
超
え
て
の
協
定
が
結
ば
れ
る
と
す

れ
ば
、
避
難
の
選
択
が
広
が
る
と
思

う
が
。

総
務
課
長　

避
難
所
に
適
し
た
民
間
施

設
と
協
定
を
結
ん
で
い
な
い
が
、
進
め

る
為
の
検
討
を
す
る
。

橋
本　

個
人
向
け
の
耐
震
事
業
に
ど
の

様
に
取
り
組
む
か
。

建
設
林
業
課
長　

耐
震
診
断
に
つ
い
て

国
・
町
が
補
助
し
て
い
る
が
、
診
断
結

果
に
基
づ
き
耐
震
化
改
修
に
つ
い
て

も
、
国
と
町
で
助
成
制
度
が
あ
り
、
来

年
度
か
ら
予
算
を
要
求
し
て
い
く
。

問  あさぎり町地域防災計画は十分か

橋本　誠 議員

一
般
質
問

安心・安全の防災計画書と防災マップ

葛のツタや雑草をスッキリ 5月21日大会当日　ボランティア活動中の青年団

〜 ツクシイバラ除草清掃作業に一汗 〜
議員のボランティア活動

　ツクシイバラウォーキング大会前の5月14日に、今年も議員で除草作業に参加しました。
　ツクシイバラは熊本県の絶滅危惧種に指定されており、国内で自生している群生地は球磨郡だけと
のこと。開花時期の5〜6月には地元のみならず、県内外からの見学者も年々増加しています。
　活動当日の朝、あさぎり町深田の古町橋下に集合し、大会の盛会を願いつつ、河川敷での作業に汗
を流しました。

10月23日（日）に第14回くま川マラソン大会が開催されます。
山口議長を実行委員長に、議員もボランティアで参加します。

これからも議員一同、町の活性化にむけて積極的に取り組んでいきます。
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○
５
月
27
日（
金
）

・
公
共
用
地
取
得
等
審
議
会
条
例
の
改
正

に
つ
い
て

　

総
務
課
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
公
共
用

地
等
の
処
分
と
併
せ
て
、
公
共
施
設
等

の
処
分
も
含
め
た
運
用
も
考
え
て
こ
の

条
例
を
「
公
有
財
産
利
活
用
審
議
会
条

例
」
と
改
め
た
い
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
委
員
か
ら
は
、「
国
か
ら
の
指
針

が
あ
る
通
り
、
公
共
施
設
等
の
総
合
管

理
計
画
を
早
急
に
作
る
べ
き
で
は
な
い

か
」
等
の
意
見
質
問
に
対
し
て
、
資
産

台
帳
の
整
備
と
併
せ
て
施
設
の
総
合
管

理
計
画
が
来
年
３
月
の
完
成
の
計
画
で

あ
り
、
本
日
の
委
員
の
意
見
を
踏
ま
え

た
上
で
改
正
案
を
本
会
議
に
提
出
す
る

と
の
事
で
あ
っ
た
。

○
６
月
１
日（
水
）

白
髪
岳　

午
前
９
時
30
分
か
ら

・
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
・
温
華
乃
遥
温
泉
・

高
山
荘
の
３
施
設
を
訪
問
視
察

○
午
前
11
時
か
ら

・
あ
さ
ぎ
り
町
温
泉
施
設
の
方
向
性
に

つ
い
て（
生
活
福
祉
課
）

・
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ

び
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給

付
金
の
実
施
に
つ
い
て（生

活
福
祉
課
）

　

平
成
28
年
度
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

議
会
臨
時
会
が
５
月
27
日
開
催
さ
れ
た
。

同
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
特
別
会
計
補
正
予

算
は
、
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
か
ら

７
５
０
０
万
円
を
繰
り
入
れ
、
あ
さ
ぎ
り

町
へ
薬
草
加
工
場
建
設
事
業
の
負
担
金
と

し
て
支
出
す
る
た
め
の
増
額
補
正
で
、
執

行
部
の
提
案
理
由
及
び
補
足
説
明
を
受
け

質
疑
起
立
採
決
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決

し
た
。

　

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
が
５
月
19
日

に
開
催
さ
れ
、
議
会
の
改
選
に
よ
り
議
長

に
水
上
村
小
野
頼
年
議
員
、
副
議
長
に
あ

さ
ぎ
り
町
永
井
英
治
議
員
が
選
出
さ
れ

た
。
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
、
他
２
議

案
は
原
案
通
り
可
決
し
た
。
庁
舎
建
設
問

題
に
つ
い
て
は
、
構
成
町
村
の
副
町
長
ク

ラ
ス
４
名
と
消
防
署
の
消
防
長
以
下
幹
部

６
名
に
よ
る
庁
舎
建
設
検
討
協
議
会
を
立

ち
上
げ
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

第
１
回
定
例
会
を
３
月
28
日
に
開
催

し
、
病
院
、
老
健
及
び
検
診
事
業
の
今
年

度
予
算
を
収
入
38
億
４
０
５
６
万
６
千

円
、
支
出
40
億
１
１
５
８
万
５
千
円（
損

益
▲
１
億
７
１
０
１
万
９
千
円
）で
可
決
。

　

第
２
回
臨
時
会
を
６
月
２
日
に
行

い
、
赤
字
が
続
く
当
院
の
経
営
改
革
を

進
め
る
た
め
５
月
よ
り
業
務
委
託
し

て
い
る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
費
用

１
６
１
４
万
６
千
円（
２
ヵ
年
分
）の
専
決

処
分
の
承
認
を
可
決
。

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

公立多良木病院企業団議会

総務文教常任委員会

厚生常任委員会

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

厚
生
常
任
委
員
会
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・
熊
本
地
震
に
よ
る
高
山
体
育
館
の
被
災

状
況
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

教
育
課
よ
り
、
地
震
に
よ
る
被
災
の
状

況
、
現
在
の
全
面
使
用
禁
止
の
措
置
、
今

後
の
対
応
策
の
説
明
を
受
け
た
。
委
員
会

と
し
て
は
、
体
育
館
利
用
者
に
も
大
変
な

不
便
を
か
け
て
い
る
状
況
か
ら
早
急
に
復

旧
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

○
５
月
26
日（
木
）

・
本
年
度
建
設
関
連
事
業
の
一
部
見
直

し
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
法
人
化
に
向

け
た
取
組
み
状
況
他
５
件
に
つ
い
て
所

管
課
よ
り
報
告
を
受
け
質
疑
応
答

○
６
月
７
日（
火
）

・
上
財
産
区
管
理
会
と
の
意
見
交
換
会

○
６
月
10
日（
金
）

・
㈱
ツ
ム
ラ
本
社
訪
問　

委
員
長
が
町
長

に
同
行

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建設経済常任委員会

　

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
活
性
化
特

別
委
員
会
の
設
置
に
関
す
る
議

案「
各
議
員
が
基
本
条
例
を
理

解
し
発
言
、行
動
を
し
て
き
た

の
か
検
証
す
る
と
と
も
に
今
後

さ
ら
に
町
民
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
議
員
の
役
割
と
責
任
を
自

覚
す
る
た
め
特
別
委
員
会
を
設

置
し
研
鑽
す
る
必
要
が
あ
る
」

が
可
決
さ
れ
、平
成
28
年
６
月

17
日
に
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
は
開
か
れ
た
議

会
を
め
ざ
し
て
議
長
を
除
く
15

名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
、小
見

田
和
行
委
員
長
、久
保
尚
人
副

委
員
長
を
中
心
に
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

あ
さ
ぎ
り

町

議

会

活
性
化
特
別

委
員
会
発
足

全国町村議会広報研修　広報調査特別委員６名が参加
平
成
28
年
度
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
京
都
板
橋
区
議
会

　

平
成
28
年
７
月
13
日（
水
）〜
15
日（
金
）

１
．
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

今
回
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、

○
分
か
り
や
す
く
情
報
訴
求
す
る
た

め
の
構
成

○
読
ん
で
頂
く
た
め
の
編
集
、
見
や

す
い
表
現

を
テ
ー
マ
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

本
町
も
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
け

た
中
で
、議
会
だ
よ
り
あ
さ
ぎ
り
は
、

表
紙
の
写
真（
神
社
・
寺
・
仏
像
等
）

で
コ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル

が
独
特
の
雰
囲
気
。
第
２
回
中
学
生

議
会
は
企
画
意
図
と
情
報
の
概
要
が

住
民
に
伝
わ
る
編
集
。
町
民
の
声
は

住
民
参
画
が
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
が
と
れ
て
い
る
点
が
評

価
さ
れ
た
。

　

研
修
の
中
で
具
体
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
、
各
委
員
が
共
有
し
、

「
伝
え
る
」
か
ら
「
伝
わ
る
」
よ
り

良
い
広
報
紙
作
り
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
た
。

２
．
板
橋
区
議
会
研
修

　
「
地
方
議
会
人
」
広
報
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
参
加
さ
れ
た
板
橋
区
を
訪
問
。

発
行
部
数
約
19
万
部
。
配
付
に
つ
い

て
は
新
聞
折
り
込
み
や
公
共
施
設
・

コ
ン
ビ
ニ
等
へ
も
設
置
。
特
に
住
民

に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
と
し
て「
声
・

点
字
の
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
、
我
が

町
も
駅
や
各
施
設
へ
の
設
置
や
弱
者

に
対
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
感
じ
た
。

３
．
ふ
る
さ
と
会（
関
東
）と
の
交
流
会

　

ふ
る
さ
と
会
の
役
員
８
名
と
の
交

流
会
を
通
し
て
、
先
輩
方
の
話
し
を

聞
く
と
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
今
日
ま

で
こ
の
地
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
道
の

り
の
重
さ
を
感
じ
た
。
多
く
の
方
々

の
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
今
後
も
町

づ
く
り
に
つ
な
げ
て
行
か
な
け
れ
ば

と
再
確
認
し
た
。

全国町村議会広報クリニック
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町 民 声の

須恵寺池（旧川瀬地区）の２人のお嫁さん（新潟・宮崎より）に
インタビューしました。
①あさぎり町の印象は。
○町の行事が盛んで活気がある。
○地区のつながりが強い。
○自然が多く、球磨川がきれい。
○地域の人がやさしく声かけしてくれてなじみやす
かった。

②これからの町に望むことは。
○郡内の町村の情報をインターネット等で調べる時に、どういうサービスや支援があるのか、
わかりやすくお知らせがあると町の良さが伝わると思う。

○子育てしやすい町とあるが、支援や子どもが遊べる場所づくりなど、具体的に取り組んで欲
しい。

○近くにお店が増えて欲しい。
○スーパー等いくつかあるので便利。（車のないお年寄りの方は大変かもしれない）
○溝さらえなど共同作業が多いがどうにかならないか。仕事をしていると参加出来ないので。

◎これからも、地域の皆さまよろしくお願いします。

岡原（宮麓）

荒川　正勝	さん

　田植えを終えた田園風景にほっとする中、4月の熊本地震に続き大
雨による災害と不安な日々が続いています。
　被災された方々には心より御見舞い申し上げます。
　私の住む地域は山に隣接しており、これからは鳥獣による作物へ
の被害が心配されます。
　30年程前は被害も少なかったのですが、年を追うごとに酷くなり
範囲も拡大してきました。
　行政機関の支援を受け、鹿除けネットや電気牧柵、金網などを張
り進入を防いでいますが、油断をすると収穫できない程荒らされて
しまいます。残念ながら耕作を諦める農家もでてきております。
　近年、農業法人や行政による支援体制も進められており、耕作放
棄地の増加に歯止めがかかればと思います。
　受け継がれてきた、山の裾野に広がる田畑を次の世代に残してい
く為にも、安心して作物が作れる環境作りに関係機関のより一層の
御協力を宜しくお願い致します。

受け継がれてきた農地を次の世代へ

編
集
後
記

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、
被
災

地
の
早
期
の
復
旧
・
復
興
が
進
み
ま
す

事
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
議
員
改
選
に
よ
っ
て
女
性

議
員
が
３
人
と
な
り
、
な
ご
や
か
な
中

に
あ
っ
て
、
き
め
細
や
か
な
議
論
が
な

さ
れ
、
議
会
が
町
民
の
皆
様
に
、
よ
り

身
近
な
も
の
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま

す
。
議
会
広
報
誌
も
委
員
一
同
、
新
た

な
気
持
ち
で
、町
民
に
親
し
み
や
す
く
、

読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り

に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
宜

し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
橋
本　

誠
）

発
行
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あ
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会
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委
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刷
：
㈲
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

あ
さ

ぎ
り

町
議

会
だ

よ
り

は
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

も
ご

覧
頂

け
ま

す
。

委
員
長　

橋　

本　
　
　

誠

副
委
員
長　

加
賀
山　

瑞
津
子

委　
　

員　

奥　

田　

公　

人

豊　

永　

喜　

一

小　

出　

高　

明

市　

岡　

貴　

純

編
集
・
発
行
責
任
者

議　

長　

山　

口　

和　

幸

広
報
調
査
特
別
委
員
会

議
会
だ
よ
り

☆お願い☆　「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材をします。
　　　　　　議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。 16
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